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９ 質問は以下の７項目に分類した。１．教員の地域観 ２．地域と地域学 ３．地域：その他 ４．４学
科について ５．授業について ６．地域と教育について ７．地域学部と就職






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①「倉吉打吹地区での手作りライブコンサートDOZO de Live at HOME vol.1」 （医学部学生
本田聡子氏）
②「学生人材バンクについて」（学生人材バンク代表　田中玄洋氏）
５．学生によるディスカッション（司会：田中玄洋氏）
【番外編（教育実習期間）】
①「地域資源を活用した地域の創造的再生（創造都市論）」（野田邦弘教授）
② 地域活性化に関するビデオをみる
６．「2006年度『地域学総説』の到達点」（柳原邦光准教授）
７．「なぜ地域学か－『地域』という分析枠組」（家中　茂准教授）
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８．「地域と地域学－地域の関係性と重層性－」（藤井　正教授）
９．「地域と健康－とくに発育促進現象をめぐって－」（松本健治教授）
10．「地域と教育」（一盛　真准教授）
11．「諸報告の要約・整理」（柳原・家中・藤井・松本）
12．「全体のまとめ」と質疑応答（司会　吉村伸夫教授）
〔資料２〕連続講演「地域を創る」
地域学部地域学研究会主催
第１回　４月11日　千葉雄二氏（とっとり総研調査研究ディレクター）
「鳥取県の地域の形－鳥取県の経済構造－」
第２回　５月28日　吉田幹男氏（地域デザイン研究所所長） 「鳥取の地域性」
第３回　６月４日　岡田　実氏（「NPOいんしゅう鹿野まちづくり協議会」理事）
「地域コミュニティと住民参加，NPO」（家中茂准教授との対談形式）
第４回　６月11日　酒本和昌氏（智頭町役場） 「智頭町の挑戦」
第５回　６月18日　杉本由香里氏（南部町教育委員会指導主事）
「地域と教育」（渡部教授との合同講演）
第６回　６月25日　藤山　浩氏（島根県中山間地域研究センター地域研究グループ科長）
「生命地域としての再生を目指す中山間地域」
第７回　７月９日　園山土筆（八雲国際演劇祭・芸術監督　ＮＰＯ法人あしぶえ・理事長）
「『八雲国際演劇祭』で人づくり・まちづくり」
第８回　７月16日　木谷清人氏（鳥取民芸美術館常務理事）
＊　「吉田璋也鳥取新作民藝運動　その２　1898～1931－1972」
〔資料３〕2007年度地域学総説に関する学生の質問
１．教員の地域観
【教員間に共通する地域学観があるのだろうか】
Ｑ１: 地域学を捉えるために様々な視点から地域学を見てきたわけですが，やはりどこか地域学総
説としてのまとまりを感じることがいまいちできませんでした。先生間での地域学観というもの
はどの程度統一されているのですか？
Ａ：地域学の定義と自分の問題としての地域：
藤井が紹介した光多先生の定義（地域学の四側面）が，昨年の総説での教員間の議論もふまえ，
入門でも担当教員にも受け入れられ学生にも好評で，広い分野や実践を把握できるでしょう。こ
の地域学のプロセスのどこかに，研究教育においてそれぞれの方法論でたずさわりたいと，地域
学部の教員は考えていると思います。繰り返しますが，それでもこのすべては一人ではできない
ので，皆さんはそのプロセスの中で今回紹介する成功例も参考に，自分たちの位置取り，すなわ
ち「私の地域学」を，自分の得手不得手や勉強したこと，勉強したいこと関心に応じて，また仕
事や生活での地域との関わりの中で自分なりに考えていってください。（藤井）
210柳原邦光：「地域学総説」の挑戦２
【教員間の見解の違いと合意形成】
Ｑ２：地域学総説の授業を準備するにあたり，各学科の先生方が昨年度から長時間議論を重ねられ
たと聞きました。最初，学科ごとに先生方の意見の違いなどありましたか？あったとしたら，どん
な点で話し合われて合意に達したのか，また，見方の違いで発見されたこと等，教えてください。
Ａ：家中先生のいう地元学の視点・フレームワーク。住民などの人と一緒に地域の諸要素（地域資
源）を学び，（それらへの認識のお互いの違いなどをふくめ）発見する重要性。
【大学祭をどう考えるのか】
Ｑ３：今日の話の中で，「地域学って何？」って人はだんだんいなくなっていくという内容があっ
たり，この講義自体，地域学を大切にしようという傾向にあるようですが，現状はどうでしょう
か。大学を例に挙げると，地域の人と関わる大きなチャンスである大学祭が，年々軽視されてい
ます。学生部や学校の各機関の方針は厳しくなるばかりで，今年は前年より規模の小さなものに
なりそうです。来年はもう大学祭ができないかもしれません。先生方の中には，大学祭を学生が
騒ぐものとしてひどく嫌っておられる方もあるようです。大学祭は学校を地域にアピールするチ
ャンスでもあり，学生がただ騒ぐだけのものではないと思いますし，様々な魅力があると思いま
す。先生方は大学祭をどのようにお考えでしょうか。生の声が聞きたいです。
Ａ：大学祭が学生だけの内輪のお祭りに終始するのではなく，地域に開かれた，地域ぐるみのお祭
りになる，という方向はどうでしょう（野田）
Ａ：大学祭を地域と大学とが関わる機会とするなら，そのような性格付けのコンセンサスと理解を，
学内できっちりとしておく必要がある。現在は，そのような側面もあるが，必ずしもそのような
ものとは理解されていないと思う。（藤井）
【教員の見る鳥取の地域性】
Ｑ４：せっかく鳥取という地で地域を勉強しているので，もう少し全教員の鳥取という地域性の捉
え方など知りたかった。どうでしょうか？
Ａ：鳥取の地域性と卒業生含めた人材ネットワーク（多様な分野との連携）：
人口が少ない，成長産業が少ない（裏返せば，自然が多い，その条件下でも地域資源の活用に
よる地域づくりの事例がある），そんな鳥取から発信できれば，それ自体，従来とは異なる価値
観の発信になり，これからの日本の地域を基礎から支える人材の提供になる。この総説での議論
も，地域づくりに関する外部講師を呼んでの授業や今後の卒業生を含めたネットワーク（多様な
分野との連携）構築も，その一部となる。岐阜大など他の地域学関係の大学とも交流を展開し，
10月にもシンポを行う。
２．地域と地域学
【地域学の定義】
Ｑ５：地域における学際的アプローチということについて，まず学問分野によって「地域」という
ものを考える上での定義を問題とするところは違ってくると思います。地域学部における４学科
が関わりを持って取り組んだり，交流したりするときなどには，その多面的な視点が重要なのか
もしれませんが，それにも共通してもっとおかねばならない知識や定義があると思うのですが，
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何かありますか？
Ａ：学問分野で関心領域が異なるため，おそらくないと思います（野田）
【地域学の基礎・前提は何か】
Ｑ６：地域学というものに対しての考え方は，人によって様々で，地域学とは何かという問いに対
して明確な答えがないように感じます。地域といっても，スケールが違ったり，問題が違ったり
すると思うのですが，全ての前提になるような基礎的なものがあるのでしょうか？
【地域学が必要とされる背景】
Ｑ７：地域学が必要とされる背景の最も大きな要因は何ですか？また，地域の問題を政策・環境・
教育・文化にしぼったのはなぜですか？
Ａ：地域が人間が生きていくための基本的な空間的まとまりだからです。校区，自治会，コミュニ
ティ等（野田）
【地域学の目的と存在理由】
Ｑ８：なぜ「地域学」という言葉がぴんと来ないのか？
・地域学の理論はわかるが，現実にあてはめたときに，地域といっても個々が多様であるし，くく
り方も多様であること，そして何より「地域」が何を目的としているのかがそもそもわからない。
たとえば，昔の農村なら，豊かな農業を営むことが目的だっただろう。今は何が目的なのか？豊
かに暮らしたい人は都会に出たり，個人でどうにかするのが今の日本の住民の考え方だと思う。
・地域学（地域）はどんなことを「目的」としているのか？（多様だと思うけれども） 問題解決
という意味でなく，もっと根本的な地域の存在理由。
Ａ：例えば地域に受け継がれてきた祭りに参加することが生き甲斐という人もいる。地域はある人
たちにとって，生きる拠り所（野田）
Ａ：現代の諸問題の解決には，それぞれの場所に応じて総合性を持った分析考察と，それに対応し
た新たな地域コミュニティ・ネットワークを構築し，行政任せでない地域づくりが求められてい
るから（ということは，「特区」制度のように，枠組みだけは国の政策でも内容まで国は決めら
れない。またその地域に関して総合的な視野が必要となる）。（藤井）
【地域学の必要性は自明なことか】
Ｑ９：家中先生は「『地域学って何？』っていう人はいなくなる」とおっしゃいましたが，それは
なぜですか？
Ａ：「地域」ということを抜いて，政策が立てられない時代だからです。このときの「地域」とい
うのは，「地域の人々」ということでもあります。自分たちのことは自分たちでしなくてはなら
ないというときに，いちばんの手がかり，基盤となるのは地域だと思います。いつまでも，地域
とは何？地域学って何？と言ってばかりいるわけにはいかなくなる，ということです。（別の，
ちょっと難しい言い方をすると，「地域」に基盤を置く，という立場をとる，ということでもあ
ります。これは説明を要しますから，ゼミや講義では話しますが，今回は省きます）。もちろん，
そのうえで，あらためて「地域とは何か」と問うことはできます。それは，何ごとについても，「．．．
とは何か」という根本的な問いが設定しうるという意味においてです。（家中）
212柳原邦光：「地域学総説」の挑戦２
【地域にリアリティを感じない】
Ｑ10：いろいろと「地域学」についてのお話を聴きましたが，自分のリアリティとして「地域」を
感じることがなければ「地域」について考えられません。最近はそういった「地域」をリアリテ
ィとして感じられないのが現状としてあると思います。しかし，「地域」を考えていくことは必
要です。どうしたらもっと自分の問題として「地域」を意識できるようにみんながなるのでしょ
うか？
Ａ：地域にリアリティを感じないとして，それでは国家にもリアリティを感じませんか。あなたに
とってもっともリアリティを感じるのはどんな単位ですか（野田）
【地域の失った機能】
Ｑ11：地域が失った機能は何かを明確にすべきではないか。「なぜ地域が稀薄になったのか」の
「なぜ」の部分がはっきりしないと，見当違いになるのでは…。
Ａ：伝統的な地域という枠組みは，国家の枠組みを基礎とする近代化，経済発展優先，効率化の価
値観（機能分化・縦割りシステムや専門分化）の中で否定されてきた。しかし，新たな（過去の
復元ではない）地域という総合的な枠組みが，現在における科学技術万能思想の限界，環境問題
や社会情勢の下で再び求められている。ネットワークですべてコンタクトとれそうな情報コンテ
ンツ産業でも実際には特定地域に集積する。（藤井）
【地域における人と人とのつながりの希薄化】
Ｑ12：携帯電話をはじめとする情報社会の影響で，現実における地域のつながりは，昔に比較して，
稀薄になっているのではないだろうか？
【人と人とのつながりを欠いた今の地域で，地域観の確立ができるのか】
Ｑ13：最近は，近所の付き合いがあまりなかったり，地域の人達のつながりが稀薄になってきてい
る状況がよく見られる。特に，都会はそうだと思うが，そのような状態で，どのようにして地域
の構成要素を人がつなぐことができるのだろうか。地域の人達のつながりがあまりないのに，地
域観はどのようにして確立されるのだろうか。
【地域学の有効性】
Ｑ14：抽象的な理論レベルでの話と現実的な問題をうまく融合させ，どのような解決策が考えられ
るのかということを具体的に教えてほしいと思う。道具や材料を与えられても，それをどのよう
に使いこせばよいのかわからないことがよくある。ある問題を提示され，そこから～といったこ
とが見えてくるというだけでは，不完全燃焼だと思う。具体的に地域学がどのような問題に対し
てどのような役に立ち，そこからどのような解決の可能性が考えられるのかという具体例をもう
少し聴きたい気がする。
Ａ：地域を「こうしたい」とか「どうにかしたい」という思いが希薄なら，おそらく地域学の必要
も政策もあまり感じないだろう。だから，地域の課題をきちんと認識してほしいのだが。（野田）
Ａ：地域学の実践は，これから。これまでの成功例などからそのシステムや問題点の一般化や理論
構築を，いろいろな分野との議論を重ねて進めている段階。上でも述べたように，この総説での
議論も，外部講師を呼んでの授業や他の地域学関係の大学との交流も，今後の卒業生を含めた
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ネットワーク構築（多様な分野との連携・協力体制の構築）も，その一部となる。（藤井）
Ｑ15：地域学は多様な分野と結びつけることができ，地域学を通して文化や教育という視点をもて
るが，実際の生活にそれは役立っているのか。普段の生活で地域学が垣間見れない。
Ａ：PTA活動，お祭り，冠婚葬祭，様々な地域の活動に役立っていると思う（野田）
Ｑ16：地域学を私たちが学んでどれほどの地域にその成果があるのか？
Ｑ17：結局，就職活動や社会に出てから地域学部で学んだことをどのように活かしていけばよいの
か，やっぱりわからない。先生方のおっしゃっていることと，今の日本社会の現実にはズレがあ
るように思える。
Ａ：現在ではなく今後の日本社会に求められるもののひとつとして，地域学を構築してゆこうとし
ている。このような方向性を示す人たち（地域学の研究者だけでなく）は，いろいろな分野や世
界においてみられる。（藤井）
Ｑ18：こういう地域学という分野は，外国ではどのような形で学んでいるのか。また私たちの考え
る地域学は世界で通用するのか。地域学を文化・政策・教育・環境の４つにわけたのはなぜか。
他にもありそうなので。
Ａ：地域学会は国際的。また地域学という看板は掲げていなくても，地域計画（地域学部では地域
政策）には，こうした多様な側面（自然や文化等）の検討が海外でもさらに求められ（たとえば
エコ・ミュージアム），子供（教育）を環境問題の実践やコミュニティ構築にいかに取り込むか
もテーマとなっている（たとえば，ハート『子どもの参画―コミュニティづくりと身近な環境ケ
アへの参画のための理論と実際―』，萌文社 ，2000）。
３．地域：その他
【様々な分野との協力】
Ｑ19：これまでの授業のなかで地域について学んできました。しかし，地域のことを学んだときに，
それを生かすのは様々な分野との協力が必要になってくると思います。それはどのようになって
いくのだろうかと思いました。
【地域・グローバリゼーション・国際交流の関係】
Ｑ20：グローバリゼーションが進行する中で，地域と国際交流は重要だと思います。今，この二つ
はどういう関係にあるのでしょうか。どのようにするべきでしょうか。（一部改変）
Ａ：地域がいちいち首都東京を通さず，直接海外の国や地域とやりとりし始めました。（野田）
【どうしたら地域に貢献できるのか】
Ｑ21：「地方自治は自分で！！」，「自分が生き生きすることで地域は活性化する」という話があっ
たが，実際に何をしていけばより地域は活性化するのか。地域学を学んだ私はどのようにして社
会に貢献していけばいいのだろうか。
214柳原邦光：「地域学総説」の挑戦２
Ａ：地域固有の解決すべき課題を見いだすことが必要です（野田）
【地域学を学ぶには，何から始めたらいいのか】
Ｑ22：もっと学科ごとの垣根を低くして学びあうことが大切だということも納得できました。でも
具体的に学科ごとに意見を交わしたりする機会がこの講義では少なかったように思います。私も
もっと地域学について学びたいという気持ちはあるのですが，問題がばくぜんとしすぎて考える
のが難しいです。何からはじめたらいいですか？
Ａ：地域のことで最も関心があることを深く掘り下げて調べ，そこから徐々に範囲を広げていった
らどうでしょうか（野田）
【地域内の付き合い方：面倒くさいという人はどうするの？】
Ｑ23：地方財政論の授業で自治体が住民に「自治体活動のなかでいらないと思うものを挙げてくだ
さい」というアンケートをとったところ，「電気，ガス，水道，ゴミをちゃんとしてくれればよ
い…」という結果で，いらないと思う事業のひとつにコミュニティ事業が入っていたそうです。
地域の力をつけるということは，やっぱり地域内の人付き合いを親密化しなければいけないので
しょうか？だとすると，そういう参加型の活動を非常に面倒くさがる方々もいるのではないでし
ょうか？
【卒業生との連携】
Ｑ24：また，来年から地域学部の卒業生が地域に出て行かれ，これから増えていくと思いますが，
そのような人たちと大学で連携していければと思うのですが，どうでしょうか。
Ａ：地域活動と大学が恒常的に交流する場の整備や仕組み作りを行う（野田）
【地域学の学際性と他大学との交流】
Ｑ25：学際という考えなら，学部内だけでなく，他の地域学部のある大学との交流なども必要だと
思うのですが，そういう計画はないのでしょうか？
Ａ：いま，全国の５つの大学で交流を開始していますが，これを発展させます。（野田）
【地域への関わり方】
Ｑ26：地域学を学んで，どのような形で地域に関わっていくのか？地域に貢献していけばいいの
か？ということがはっきりわかりません。
Ａ：地域で本当に困っていることは何かを調べる。自分がやりたいことを明らかにする。自分がや
れることを明らかにする。自分のやり方を明らかにする（野田）
【コミュニティは必要か】
Ｑ27：地域学を学ぶ上で，よく地域コミュニティの重要性が叫ばれるが，果たしてそうだろうか？
実際に地域に生きる人はあまりコミュニティを重視しているようには見えない。コミュニティが
すべてを解決するようにいうのは現状と逆行し，人々が本当に望むものなのか？
Ａ：古い農村共同体型のコミュニティではなく，個人の自立を前提にした新たなコミュニティは必
要ではないか（野田）
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【講義理解】
Ｑ28：家中先生の「地域学」を考えるに至る経過がどうつながっていたのか，いまいちわかりづら
い。
Ａ：日本ボランティア学会2007年度学会誌の特集に，自分の学生時代からのことについて（一部で
すが）書いています。６月末には発刊予定だったので，そのコピーを希望者には配布しようと思
いましたが，発刊が多少遅れているようです。希望者は言ってくれれば用意しておきます。おそ
らく秋以降になるでしょう。そのほかは，『地域の自立　シマの力（上・下）』の序章を「必ず」
読んでください。（家中）
４．４学科について
【どうして４学科なのか】
Ｑ29：今回の講義を通して，学科間の隔たりを大きく感じた。そもそもなぜ地域学部は政策，文化，
教育，環境という学科設定にしたのですか？
Ａ：この４つの要素は，地域をめぐって基礎的な枠組みとなる４つの要素。＜地域の自然＞すなわ
ち地域環境と，＜地域の人間活動＞すなわち文化や歴史を分析し地域の特性を探る，それらをも
とに今後の地域づくりを考えて＜地域政策＞を展開し，生涯学習も含め＜地域の人材養成＞もは
かっていく。地域学部をつくる時の教員の専門分野にも適合していた。（藤井）
Ｑ30：今日の話を聴いて，私はますます地域学部として４学科に分かれている理由がわからなくな
った。たとえば，何かのプロジェクトが立ち上がったときに，目的に関するプロが集り考えるだ
ろう。だから今地域学部のしていることは「プロ」を中途半端に育てていないだろうかと思った
が，どうだろうか。
Ａ：根っこはひとつの「地域学部生」。その先枝分かれして，４つの花びらとなる。根本は地域学
（野田）
Ａ：専門しか知らないプロだけでは，地域の総合的な分析や展望を得られない。広い視野（ネット
ワーク）を持ったコーディネーターも必要。何度も書いたが，あわせて自分の方法論を持つこと
が望ましい。
【学科・分野のつながりが見えない】
Ｑ31：４学科の教授がそれぞれの学科の特色をもとに，地域学という学問について述べているが，
やはりつながっているようで（もちろん本当に底に降りればそうかもしれないが），表面的に分
野が違いすぎて，自分たちが行うべきことが見えていない気がする。それぞれの分野で策を練る
のならば，総合的にこの授業を行う意味がわからないのだが。教授たちはどう考えておられるの
ですか？
【学科の壁】
Ｑ32：現在の地域学部では，４つの学科がそれぞれの持ち味を生かして，その分野から地域を見つ
めていくのが特徴であるように，自分は捉えていますが，入門や総説以外にも，例えば調査や演
習・ゼミなどの授業で，４学科や学年，また学部の別なく，いろいろな学生を迎えた形での授業
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ができればよいなと思うのですが，先生方はどう思われるでしょうか。
Ａ：そのようなあり方もあり得ると思います（野田）
【学科意識】
Ｑ33：今日の話を聴いて，地域学という学問自体，改めて「自分の生き方を考える」学問であると
考えました。大学で学んだことを，いかにこれから「私」が生きていくことと結び付けられるか
が，今後ずっと考えていくべき課題であると思います。そこで「政策学科はこういうことをすべ
きだ」とか「政策学科っぽい」とか「教育学科は免許が取れればそれでよい」とかいう議論は，
極めて滑稽なものだと思います。あとは学生の「意識」の問題にすごくかかっているのではない
でしょうか？
Ａ：その通りですね（野田）
【学科は不要】
Ｑ34：地域学部のなかに学科を越えた単位認定の話も出ていましたが，地域学が学際的なものであ
れば，学科なんて要らないように思えてきたのですが，どうでしょうか。特化する分野というの
は必要だし，システム的なことはあると思うのですが。あまり手を広げすぎると４年が短すぎて
盲目的になってしまうとは思いますが。
Ａ：学部全体といった「広く浅く」のみの勉強をさけるためには，学科という中心的な分野グルー
プ構成が必要です。（藤井）
５．授業について
【オムニバス授業の問題点】
Ｑ35：教員の方は授業に一生懸命で熱意も伝わるのですが，１週間ごとに授業や先生が変わると，
やはり授業のテーマがわからなくなります。一つのテキストを使うならわかりやすいと思います
が…。話のテーマが根本で一つだとしても，人が変わったり，内容が変わると，受けるイメー
ジ・印象が変わるし，一つのテーマとして捉えづらいので，もう少しつかみやすくならないかな
と思います。来年もこんな感じでしょうか？
【授業配置の問題】
Ｑ36：地域学入門から地域学総説の間（２年目）に，このような授業がないのはなぜですか？忙し
いからですか？入門→総説への飛躍がすさまじいと思うのですが。
【４学科共通の授業について】
Ｑ37：地域という言葉がもつ意味の幅広さ，奥深さを知るという意味では有意義な講義だったと思
うが，４つの学科がタッグを組んで取り組める活動や実習などをしてほしいのだが，そういう授
業開設の予定はないですか？
Ｑ38：これまで地域学という分野を４つの学科の先生方が講義されたが，もっと地域学部全体の授
業は実施できないんですか？より多面的な方向から地域というものを考えるのがいいと感じたか
217 鳥取大学地域学部紀要　第４巻　第２号（2007）
らです。
〈上記の諸質問への回答>
入門と総説の統一性など授業計画などをさらに練って行く必要があります。２年生では，他学科
専門授業をとったり，実習で地域の現場を学ぶことを中心に考えています。４学科がタッグを組
んで取り組める活動なども進めていますが，授業への組み込みなど改善が必要でしょう。（藤井）
６．地域と教育について
【地域学と教育の関わり】
Ｑ39：地域学と教育の関わりについて具体的に知りたい。
Ａ：学校の中だけで考えるのではなく，地域（コミュニティ）の特性もふまえて連携して教育を進
めていくことが，これからは必要だと思う。その典型がコミュニティスクールではないか。もち
ろん，これも広い視野を持つという位置づけで，教育学の方法論を獲得することも当然必要。
（藤井）
【地域教育学科？】
Ｑ40：地域政策・地域文化・地域環境学科という３つの学科は，確かに地域ごとに文化や環境が違
い，地域ごとに様々な問題が存在し，だからこそ政策も地域によって違うと思うので，この３学
科があるのはとても納得できたのですが，教育は私立でない限り，できるだけ公平・平等を目指
していると思うので，地域教育という学科ができたことを疑問に思います。生涯学習を中心とす
るなら納得できますが，学校の教員を目指す学生がたくさんいるし，そのための授業も多く，実
質地域教育というより教育学部（学科）ではないでしょうか。以前教育地域科学部があったから，
そのまま残したイメージがあるのですが…。確かに，一盛先生がいわれるように，これからの教
育に地域抜きではダメなのはわかりますが…。
【地域の現状と人間形成】
Ｑ41：学校は自然村の期待する人間像とは違った人間像・生活習慣を村にもたらしたとあるが，そ
の影響は結果的によかったのだろうか？そこから「村」のしきたりが厳しくなったり，学校の子
どもと村の子どもとにいじめが生まれたのではないだろうか？「地域」が人間形成の上で重要な
役割を果たしてきたと思われるが，今の子どもたちは「地域」との関わりが少なくなり，何によ
り人間・社会形成されているのだろうか？学校，ゲームなどの情報？
【「学力低下」論の是非】
Ｑ42：高校までの一般教育についてありましたが，それでは何のために一般教養をするのですか？
「学力低下」などいわれていますが，学力が低下することは本当に悪いことなのですか？（この
講義だと，悪くないといえるのでは？）（「総合学習」〔道徳や体験学習〕の成果は，どのように
はかるのでしょうか。学力が低下したかわりに，そういったものの方があがったのかなと思い）
【学校と地域との関係】
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Ｑ43：付属小・中学校は様々な地域から子どもが来ている。そういう場合，「地域」とどう結び付
けてるのか？
【地域の教育力っていったい何？】
Ｑ44：家庭の教育力とか地域の教育力とかいわれているけれど，地域の教育力とは具体的に何なの
か。
【地域と教育力：教育だけではいけないのか】
Ｑ45：「地域での教育力」といわれているが，現在，取り戻していくには具体的にどのようにして
いけばいいのだろうか。教育だけでなく，文化や環境といった分野もやはり考えていかなければ
ならないのか。
【どうしたら地域学を教育に活かすことができるのか？】
Ｑ46：地域学部にしたことによって，教育学科からの視点だと，教育の専門的な部分が減らされ，
地域学を学んでいる。なかなか少ない学部ということから，もっとそれぞれの学科に直接役立っ
ていくような内容を学びたいです（他の学科は役立っているかわかりませんが）。教育として，
どう活かしていけばよいですか？
【地域コミュニティで解決できるのか】
Ｑ47：「地域の教育力」創造について，地域社会としてのコミュニティ形成が必要ということです
が，周りが変わってもやはり本人達が変わらなければならないと思う。いじめや過保護すぎる親，
教師の言うことをきかない子供など，最近の学校教育で起こっている問題は，地域コミュニティ
形成によって解決することは可能なのでしょうか。
７．地域学部と就職
【地域学と就職】
Ｑ48：３年生になると，就職について考えます。地域学を学んだ私たちは，都市部へ地域学を生か
した就職ができるでしょうか？藤井先生は都市整備やタウン誌編集などと挙げていますが，研究
に関わることはやはり無理なのでしょうか？
Ａ：これから大いに道が開けるはずですし，道を切り開いてください（野田）
Ａ：都市整備やタウン誌編集は，研究（地域学部で勉強したこと）に関わるとおもいます。地域環
境も災害問題や町の自然などこれらの仕事にも関係しますが，シンクタンクやコンサルならもっ
と関連は深いでしょう。大学院修了が求められるかもしれませんが。また，一般企業に就職する
人にとっても，たとえばマーケットや新規事業を分析・検討するには，地域特性の理解は欠かせ
ないと思います。（藤井）
Ｑ49：地域学を学問する学部生の中で，教育者でもなく，公務員でもない一般企業に就職する人に
とって，地域学を学んで売り込めるもの，地域学を勉強するメリットは何でしょうか？
Ａ：地域の特性は売れ筋商品の違いとなったり，現実に企業にとって地域性は非常に大きなファク
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ターです（野田）
Ｑ50：一盛先生の解説で教職に就かない教育学科の人もあるといわれましたが，教職のほかに実践
して伝えられるような職種もあるのでしょうか。塾の講師とかが考えられるけど，あまり自分の
修得したものを外に出してはいけないと思います。
（2007年10月５日受付，2007年10月15日受理）
